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企 画 課

ＳＤＧｓの達成に向けては、地域の企業等によるＳＤＧｓの取組が必要不可欠ですが、市内企業におい

ても少しずつＳＤＧｓの取組が広がりつつあります。

今回は、静清信用金庫が行った「ＳＤＧｓ応援定期預金」と「みんなのＳＤＧｓ宣言」の内容について

お届けします。

静清信用金庫は、地域社会の繁栄に貢献することで、持続可能な社会の実現

に向けた取組に努めています。

その取組の一環として、今年6月3日から8月31日まで「せいしんＳＤＧｓ応

援定期預金」ＧＯＡＬｓを発売しました。

10月10日、静清信用金庫の松林常務をはじめ４名の方が静岡市を訪れ、赤堀政策官に「みんなの

ＳＤＧｓ宣言」の集計結果を報告しました。（報告書は裏面参照）

赤堀政策官と

静清信用金庫松林常務

○お客様から寄せられたＳＤＧｓ宣言はどのくらいの数になりましたか？

・4,026人の方から宣言が集まりました。

○１７の目標のうち、宣言された方の興味・関心が高かった目標はどの目標で

すか？

・最近の海洋プラスチックに関する問題意識の高まりを反映してか、「目標１

４．海の豊かさを守ろう」が高い結果となりました。また、身近な問題である

「目標７．エネルギーをみんなにそしてクリーンに」や「目標３．すべての人

に健康と福祉を」にも関心が高いという結果となりました。

○ＳＤＧｓに取組もうと考えたきっかけはどのようなことだったのでしょうか。

・当金庫では、もともとＥＳＧ投資の推進など社会貢献活動に力を入れていま

した。取組の一例としては、全店舗に「エコリーダー」を配置し、各店がそれ

ぞれ独自に定めた活動を日々計画的に実施するとともに、優れた取組を実践し

た店舗を表彰する「GREEN表彰」の実施などがあります。

・今年度の業務計画策定にあたり、これまでの取組をあらためてＳＤＧｓの17

ゴールと比較したところ、重なる部分が大きいことから、計画にＳＤＧｓを組

み入れることにしました。

○静清信用金庫様がＳＤＧｓに積極的に取り組まれていることは行政としても

心強い限りです。

・10月から組織を改正し、「地域創生・ＳＤＧｓ推進課」を新設し、これまで

以上にＳＤＧｓへの取組を進めていきます。11月には、市の後援も得て

「ＳＤＧｓセミナー」を開催する予定です。（11月19日開催済）

○本市としては、企業にとってＳＤＧｓがビジネスチャンスになるということ

を伝えたいと考えています。その意味で、貴庫内の取組だけでなく、地元企業

へのＳＤＧｓ取組の後押しをしていただけることは大変有難いと思います。

・地域密着の金融機関として、引き続き市と連携してＳＤＧｓを推進していき

たいと考えています。

定期預金募集期間には、静岡市のＳＤＧｓ啓発

パネル等を店頭に飾っていただくなど、市も協

力してＳＤＧｓの普及啓発を行いました。

この定期預金では、ＳＤＧｓの認知度を高めるとともに、ＳＤＧｓに関心を持っていただくこと

を狙いとして、ＳＤＧｓの１７のゴールのうち、“取組む項目または関心のある項目”と“実施内容”

を「みんなのＳＤＧｓ宣言」として記入していただきました。
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